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概要: 近年、自動車のエレクトロニクス化は著しく、 車載用エレクトロニクス技術に大き

な関心が集まっている。 その中でマイコンと組み合わせた AD 変換器では逐次比較方式（が

広く使われている。その高速化、高精度化、低消費電力化、 低コスト化、高信頼性化の要求

が年々厳しくなっている。そこで高信頼性化・高速化実現のために冗長設計がある. これま

での研究において、冗長設計のための非二進数アルゴリズムにおいて黄金比重み付け（約 1.6

進数）が最も補正能力、整定速度において有効である[1],[2]。本研究では黄金比重み付け逐次

比較近似 AD 変換器内に使用する黄金比重み付け DA変換器を実現するため、黄金比に収束す

る整数列であるフィボナッチ数列重み付けによる構成を検討する。 

結果:簡単な抵抗Rと容量Cの組み合わせによる黄金比重み付け DA変換器の回路構成を提案

し、シミュレーションによって提案回路の動作を確認した。 
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図 1 R-R 抵抗ラダーDA 変換器の構成 


